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値≦3.5 を不良群、BMI≧18.5 もしくはアルブミン値＞3.5 を示す対象者は良好群として 2 群に
分け、主観的疲労感やその他の要因との関連を分析した。また食事満足感は、食事の楽しさや美
味しさについて問うた 2 項目を設定し、主観的疲労感やその他の要因との関連を分析した。 
 その結果、条件を満たした対象者は 108 名（男性 46 名、女性 62 名）、年齢は 60～95 歳（平
均±標準偏差；77.9±8.9 歳）であった。栄養状態のデータが得られた 91 名中、栄養状態不良は
29 名（26.9%）、食事時間平均は 15.3±6.0 分であった。食事満足感平均は 3.9±1.7 点であった。 
食事時間は、食事前後の一時的疲労感の変化が有意に関連した（β= 0.28, p< 0.05）。栄養状態不
良のリスク要因は食事時間が長いこと（OR 1.18, 95%CI : 1.05 - 1.33）と、慢性的疲労感が高い
こと（OR 5.97, 95%CI : 1.68 - 21.3）が有意な関連を示した。嚥下障害リスク有り群においても
同様の結果となった。また慢性的疲労感のオッズ比は、全サンプル解析では 6.91 であったのに
対し、嚥下障害あり・疑い有群では 4.54 であった。食事満足感はどの要因とも関連はみられな
かった。 
 本研究の結論として、通所サービスを利用する虚弱高齢者において、主観的疲労感のうち食事
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（書式１２） 
前後の一時的疲労感の変化は食事時間を介し栄養状態と関連することが明らかになった。また主
観的疲労感のうち慢性的疲労感も同様に栄養状態と関連することが明らかになった。また嚥下障
害あり・疑い有群において、より強く慢性的疲労感が栄養状態と関連するとは言えなかったが、
慢性的疲労感は、栄養状態と関連することが示唆された。また主観的疲労感は食事の満足感には
関連しなかった。 
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